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楽
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
奇
異
で
あ
っ
た
。

今
回
の
運
動
の
背
景
に
は
、
民
主
化
を
遂
げ
民
意
が
反
映
さ
れ
て
い

る
は
ず
の
政
治
が
閉
塞
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
矛
盾
が
あ
る
。
学
生

リ
ー
ダ
ー
ら
は
、
社
会
の
矛
盾
と
取
り
組
ん
で
き
た
運
動
家
で
も
あ

り
、
台
湾
大
学
政
治
学
研
究
科
や
清
華
大
学
社
会
学
研
究
科
と
い
っ
た

台
湾
の
最
高
の
教
育
機
関
で
、
正
義
や
台
湾
社
会
の
し
く
み
に
つ
い
て

最
先
端
の
理
論
武
装
を
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
技
術
を
駆
使

し
て
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
演
出
し
た
。
学
生
た
ち
は
立
法
院
撤
退
の
際
に

「
守
り
か
ら
攻
め
へ
、
関
を
出
て
種
を
撒
く
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
、

現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
運
動
を
続
け
て
い
る
。

閉
塞
感
の
象
徴
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
電
気
料
金
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
物
価
が
上
昇
す
る
中
、「
22
Ｋ
」（
二
万
二
千
台
湾
ド
ル
。
約
七
万

五
千
円
相
当
）
と
い
わ
れ
る
低
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
大
学
卒
初
任
給
、

失
業
率
の
上
昇
、
台
北
を
中
心
と
す
る
不
動
産
価
格
の
高
騰
、
貧
富
の

■

不
公
平
な
政
治
が
も
た
ら
し
た
閉
塞
感

「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
（
太
陽
花
学
運
）」
と
は
、
台
湾
の
学
生
ら
が

三
月
十
八
日
か
ら
四
月
十
日
ま
で
立
法
院
（
国
会
）
を
占
拠
し
、
与

党
・
中
国
国
民
党
に
よ
る
「
海
峡
両
岸
服
務
貿
易
協
議
」（
台
湾
と
中

国
と
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
）
の
承
認
強
行
へ
の
反
対
を
表
明
し
た
事

件
、
お
よ
び
派
生
し
た
諸
活
動
だ
。

プ
ラ
カ
ー
ド
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
議
場
の
様
子
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
二
十
三
日
晩
か
ら
翌
日
早
朝
に
か
け
て
の
行
政
院
一
帯
に
お
け
る

流
血
の
強
制
排
除
、
三
十
日
の
十
七
カ
国
四
十
九
都
市
の
世
界
一
斉
デ

モ
に
あ
わ
せ
た
総
統
府
前
ケ
タ
ガ
ラ
ン
通
り
で
の
、
整
然
と
し
て
ゴ
ミ

一
つ
残
さ
な
い
五
十
万
人
デ
モ
が
世
界
の
人
々
の
心
を
動
か
し
た
。

一
方
、
国
民
党
関
係
者
が
こ
の
運
動
に
反
対
す
る
い
わ
ば
「
官
製
デ

モ
」
を
起
こ
し
た
が
、
暴
力
団
・
竹
聯
幇
の
元
老
で
、
保
釈
中
の
張
安

民
主
主
義
を
育
む
公
民
育
成
の
種
を
撒
い
た
時
代
の
申
し
子
た
ち

ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
が
切
り
開
い
た 

台
湾
の
新
局
面

多た

田だ

　
恵け
い

本
会
理
事

格
差
の
増
大
だ
。

近
年
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
日
本
へ
来
る
台
湾
の
若
者
も
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
台
湾
の
新
聞
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
屠
殺
業

や
性
風
俗
と
い
っ
た
厳
し
い
現
場
で
働
く
台
湾
人
学
生
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
ま
た
馬
英
九
氏
の
総
統
就
任
以
降
、
政
府
へ
の
抗
議
の
自
殺

な
い
し
自
殺
テ
ロ
未
遂
な
ど
が
目
に
付
く
。
一
月
に
ダ
ン
プ
で
総
統
府

に
突
っ
込
ん
だ
張
徳
正
は
、
大
埔
事
件
、
洪
仲
丘
事
件
、
パ
ス
ポ
ー
ト

特
別
対
応
事
件
、
林
益
世
収
賄
事
件
を
理
由
と
し
て
挙
げ
た
。

林
益
世
事
件
は
、
行
政
院
秘
書
長
の
要
職
に
あ
っ
た
林
益
世
が
汚
職

事
件
で
起
訴
、
無
期
懲
役
を
求
刑
さ
れ
た
が
、
裁
判
で
は
公
務
員
に
よ

る
恐
喝
利
得
罪
、
同
財
産
出
所
不
明
罪
な
ど
で
七
年
四
个
月
の
懲
役
が

課
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。
起
訴
後
は
五
千
万
台
湾
ド
ル
で
保
釈
さ
れ
、

国
民
党
関
係
者
で
あ
れ
ば
処
罰
が
軽
く
な
る
と
い
う
印
象
を
与
え
た
。

馬
政
権
二
期
目
以
降
、
一
部
の
特
権
階
級
が
私
腹
を
肥
や
し
、
特
権

が
な
い
者
の
生
存
権
を
含
む
社
会
正
義
が
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
。

■

馬
英
九
政
権
の
反
台
湾
化
政
策

今
回
、
立
ち
上
が
っ
た
若
者
た
ち
は
、「
協
定
反
対
」
を
訴
え
て
団

結
し
て
い
た
が
、
そ
の
真
の
目
的
は
台
湾
社
会
を
変
え
る
こ
と
で
、
現

在
の
不
公
平
な
政
治
を
根
絶
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

こ
れ
は
学
生
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
育
っ
た
時
代
の
流
れ
、
彼
ら
の
社
会

問
題
へ
の
取
り
組
み
を
追
え
ば
捉
え
ら
れ
る
。

林
飛
帆
、
魏
揚
、
陳
為
廷
は
一
九
八
八
年
か
ら
九
〇
年
生
ま
れ
。
三

十
八
年
に
わ
た
る
戒
厳
令
が
八
七
年
に
解
除
。
八
八
年
に
は
李
登
輝
氏

が
総
統
昇
格
。
九
〇
年
の
野
百
合
学
生
運
動
を
受
け
、
翌
年
「
動
員
戡か

ん

乱ら
ん

時
期
臨
時
条
款
」
廃
止
に
よ
る
憲
法
の
正
常
化
や
万
年
国
会
の
改
選

な
ど
が
行
わ
れ
る
。
九
七
年
に
は
教
科
書
『
認
識
台
湾
』
で
台
湾
の
こ

と
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
政
権
交
代
を
経
て
、「
九
年
一
貫
」
指
導

要
綱
で
さ
ら
に
台
湾
史
教
育
の
整
備
が
進
む
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
民
主
化
の
成
果
と
共
に
成
長
し
た
。
少
な
く
と
も

二
二
八
事
件
、
白
色
テ
ロ
、
鄭
南
榕
焼
身
自
決
事
件
な
ど
、
当
局
に
よ

る
独
裁
の
問
題
を
教
科
書
で
学
ん
で
い
る
世
代
だ
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
を
逆
行
さ
せ
る
勢
力
が
残
っ
て
い
た
。
〇
一
年
、

サ
ッ
カ
ー
の
女
子
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
が
台
北
で
行
わ
れ
、
中
国
も
参
加
し

た
こ
と
で
、
当
時
の
馬
英
九
市
長
は
「
中
華
民
国
」
の
国
旗
を
会
場
に

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
。

〇
八
年
、
そ
の
馬
英
九
が
総
統
に
当
選
し
国
民
党
が
政
権
復
帰
。
中

国
の
対
台
湾
窓
口
機
構
で
あ
る
海
峡
両
岸
関
係
協
会
会
長
の
陳
雲
林
が

訪
台
。
抗
議
す
る
民
衆
に
対
し
、
警
察
が
違
法
な
権
力
の
執
行
を
行
っ

た
。
ま
た
、
民
衆
が
振
っ
て
い
た
「
国
旗
」
や
チ
ベ
ッ
ト
国
旗
を
警
官

が
没
収
し
た
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
集
会
の
自
由
に
対
す

る
侵
害
で
は
な
い
か
と
論
議
に
な
り
、
大
学
教
員
が
電
子
掲
示
板
「
Ｐ

Ｔ
Ｔ
」
で
呼
び
か
け
、
学
生
ら
が
呼
応
し
て
「
野
い
ち
ご
学
生
運
動
」

が
起
き
た
。
こ
れ
に
成
功
大
学
在
学
中
の
林
飛
帆
も
参
加
し
、
サ
ー
ク 台湾の立法院
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ル
「
零
貳
社
」
を
創
立
し
初
代
代
表
に
選
出
さ
れ
る
。「
零
貳
（
〇

二
）」
と
は
「
抗
議
」
の
台
湾
語
を
も
じ
っ
た
命
名
で
あ
る
。

政
府
は
一
〇
年
に
は
Ｅエ

Ｃク

Ｆフ

Ａァ

（
両
岸
経
済
合
作
架
構
協
議
）
に
、

一
三
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
に
調
印
。
そ
し
て
今
年
、
高
校
指
導

要
綱
の
中
国
化
問
題
が
馬
英
九
政
権
の
反
台
湾
化
政
策
を
白
日
の
下
に

さ
ら
し
た
。

中
国
の
手
先
と
い
え
ば
、
一
二
年
、
台
湾
出
身
の
中
国
資
本
「
旺ワ
ン

旺ワ
ン
」

グ
ル
ー
プ
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
買
収
し
、
メ
デ
ィ
ア
支
配
を
強
化
し

よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
す
る
「
反
媒
体
壟
断
」
大
規
模
デ
モ
が
起
き
、

魏
揚
や
陳
為
廷
も
参
加
。
こ
の
た
め
、
今
回
も
学
生
た
ち
は
同
グ
ル
ー

プ
の
「
中
天
」
テ
レ
ビ
を
敵
視
し
た
。

■

中
国
と
同
じ
よ
う
な
数
々
の
事
件

他
方
、
〇
四
年
ご
ろ
か
ら
土
地
収
用
・
開
発
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
「
楽
生
療
養
院
」
の
取
り
壊
し
問

題
、
〇
八
年
の
台
湾
農
村
陣
線
結
成
、
一
〇
年
の
国
光
石
化
開
発
案
反

対
運
動
、
苗
栗
県
竹
南
鎮
大
埔
で
の
農
地
収
用
に
抗
議
し
て
朱
馮
敏

（
七
三
歳
、
女
性)

が
農
薬
自
殺
、
一
二
年
、
台
北
市
士
林
の
文
林
苑

取
り
壊
し
問
題
、
一
三
年
、
台
東
の
「
反
美
麗
湾
」
運
動
、
七
月
の
大

埔
事
件
へ
の
抗
議
は
「
八
一
八
拆
政
府
」（
政
府
解
体
）
運
動
に
発
展

す
る
が
、
張
薬
局
店
主
・
張
森
文
氏
が
一
ヵ
月
後
に
怪
死
。
こ
れ
に
は

魏
揚
や
陳
為
廷
も
参
加
し
て
い
る
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
中
国
と
同

じ
こ
と
が
台
湾
で
も
起
き
て
い
る
。

ま
た
、
工
場
閉
鎖
に
伴
う
労
働
者
の
権
利
の
保
護
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
一
二
年
に
運
動
が
拡
大
し
た
苗
栗
県
の
「
華
隆
紡

織
」
は
、
工
場
の
海
外
移
転
や
無
責
任
な
経
営
に
よ
り
工
場
閉
鎖
、
転

売
と
な
っ
た
。
だ
が
、
労
働
者
へ
の
退
職
金
の
給
付
が
な
さ
れ
て
い
な

い
ば
か
り
か
、
労
働
者
側
の
抗
議
活
動
が
警
察
権
力
に
よ
っ
て
押
さ
え

つ
け
ら
れ
て
い
る
問
題
も
あ
る
。

ほ
か
に
は
、
第
四
原
発
建
設
中
止
問
題
が
あ
る
。
民
進
党
政
権
で
中

止
し
よ
う
と
し
た
が
、
国
会
で
予
算
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
を
国
会
の

決
議
な
し
に
政
府
が
建
設
中
止
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
憲

法
解
釈
が
大
法
官
会
議
で
出
て
、
立
法
院
も
野
党
多
数
の
た
め
、
叶
わ

な
か
っ
た
。
民
進
党
は
与
党
時
代
で
す
ら
国
会
で
過
半
数
を
取
っ
た
こ

と
が
な
い
。
火
災
さ
え
起
こ
し
て
い
る
台
湾
電
力
の
ず
さ
ん
な
管
理
態

勢
や
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る
福
島
第
一
原
発
の
ト
ラ
ブ
ル
が

知
ら
れ
、
一
三
年
に
は
大
規
模
な
デ
モ
が
起
き
て
い
る
。

十
三
年
七
月
に
は
、
兵
役
期
間
が
あ
と
数
日
で
終
了
す
る
の
に
微
罪

で
懲
罰
に
か
け
ら
れ
、
炎
天
下
で
過
酷
な
運
動
を
強
い
ら
れ
た
洪
仲
丘

が
死
亡
し
、
そ
れ
が
隠
蔽
さ
れ
よ
う
と
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
前
掲
の

Ｐ
Ｔ
Ｔ
で
「
公
民
一
九
八
五
行
動
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
翌
月
、
二
十

五
万
人
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
映
画
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』

の
「
民
衆
の
歌
」
に
台
湾
語
や
客
家
語
の
詩
を
つ
け
て
合
唱
し
た
。

一
三
年
七
月
末
に
は
、
権
力
濫
用
の
疑
い
が
あ
る
卓
伯
源
、
劉
政

鴻
、
張
通
栄
と
い
っ
た
地
方
首
長
が
、
国
民
党
中
央
委
員
の
候
補
と
し

て
指
名
さ
れ
、
党
執
行
部
の
自
浄
能
力
に
疑
問
が
持
た
れ
た
。
九
月
に

は
馬
英
九
と
王
金
平
の
権
力
闘
争
の
な
か
、
検
察
が
立
法
院
の
電
話
を

盗
聴
し
、
検
察
総
長
が
違
法
に
馬
英
九
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
露

見
。
ま
た
、
指
名
手
配
さ
れ
て
い
た
張
安
楽
は
一
三
年
に
帰
国
す
る

と
、
逮
捕
後
す
ぐ
に
保
釈
さ
れ
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
全
面
化
し
、
距
離
に
応
じ

て
徴
収
す
る
方
式
に
変
更
、
民
間
の
会
社
に
委
託
し
た
た
め
、
料
金
所

の
職
員
が
大
量
解
雇
さ
れ
た
。
ま
た
、
戸
籍
事
務
の
シ
ス
テ
ム
を
更
新

す
る
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
、
一
部
「
臨
時
身
分
証
」
を
発
行
す
る
事
態

に
な
っ
た
。
政
権
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
て
い
る
。

■

民
主
と
独
立
を
守
る
良
質
の
公
民

今
回
の
運
動
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
学
生
が
出
し
た
答
え
で

あ
る
。「
ひ
ま
わ
り
」
後
、
林
義
雄
氏
は
反
原
発
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ

キ
を
起
こ
し
た
。
蔡
英
文
氏
は
、
民
進
党
主
席
就
任
に
当
た
っ
て
選
挙

改
革
な
ど
に
言
及
し
た
。

今
回
の
学
生
運
動
で
使
わ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み

た
い
（
括
弧
内
は
出
典
）。「
独
裁
が
事
実
と
な
っ
た
と
き
、
革
命
は
義

務
で
あ
る
（
ユ
ー
ゴ
ー
ほ
か
）」、「
自
分
の
国
は
自
分
で
救
う
（
軍

歌
）」、「
公
民
不
服
従
（
ソ
ロ
ー
）」、「
あ
と
は
君
た
ち
の
こ
と
だ
（
鄭

南
榕
）」、「
同
胞
は
団
結
す
べ
し
、
団
結
こ
そ
力
な
り
（
蔣
渭
水
）」、

「
私
は
〇
〇
だ
。
私
は
台
湾
独
立
を
主
張
す
る
（
鄭
南
榕
）」。

中
国
と
い
う
人
権
無
視
の
専
制
国
家
に
台
湾
は
呑
み
込
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
中
国
に
追
随
す
る
馬
政
権
に
も
、
中
国
と
同
じ
特
質
が
あ

る
こ
と
が
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
静
か
な
革
命
」
こ
そ
経
た
が
、

民
主
主
義
が
十
分
に
機
能
す
る
に
は
、
そ
れ
に
見
合
う
「
公
民
」
を
育

て
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
李
登
輝
氏
の
言
う
心
霊
改
革
で
あ
ろ
う
。

学
生
た
ち
は
、
人
民
の
抵
抗
権
お
よ
び
先
進
諸
国
が
認
め
る
各
種
の

人
権
に
よ
り
台
湾
に
正
義
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
が

立
法
院
に
常
駐
し
た
弁
護
士
団
だ
。
未
だ
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
人
々
を

動
員
し
、
覚
醒
さ
せ
る
に
は
、
議
題
ご
と
に
運
動
を
行
い
「
公
民
」
が

育
つ
き
っ
か
け
を
与
え
る
し
か
な
い
。

今
回
の
学
生
運
動
は
、
王
金
平
氏
を
は
じ
め
国
民
党
内
の
反
馬
英
九

派
も
自
ら
の
力
に
加
え
た
。
天
安
門
事
件
に
参
加
し
、
台
湾
に
い
る
王

丹
氏
は
香
港
の
学
生
が
連
携
す
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
。
第
四
の
権

力
と
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
を
す

る
な
ど
し
た
。
日
本
メ
デ
ィ
ア
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
な
ど
特
定
の
議

題
で
こ
の
運
動
に
関
心
を
寄
せ
た
。
し
か
し
本
質
は
、
文
明
、
正
義
と

い
っ
た
も
の
だ
。
政
治
的
抗
議
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
ま
で
広
げ
、
若
者

に
関
心
を
持
た
せ
、
公
民
へ
と
育
た
せ
る
種
を
撒
い
た
。

目
の
前
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
台
湾
の
公

民
の
質
の
向
上
こ
そ
、
台
湾
の
民
主
と
独
立
を
守
り
、
さ
ら
に
は
世
界

の
模
範
と
な
っ
て
中
国
の
民
主
化
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。


